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システム構築サーバのイメージ化と複製イメージ化と複製化と複製と複製複製
＝バックアップバックアップ

image source: maggiesfarm.anotherdotcom.com
www.compsults.com, and jervisdabreo.com
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大規模システムインストールシステム構築サーバインストール
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Clonezilla と複製は

*Logo source:  (1) Larry Ewing, Simon Budig and Anja Gerwinski, (2) Apple ,(3) Microsoft, 
(4) Marshall Kirk McKusick, (5) VMWare (6) Distrowatch.com

*2 *3 *4 *5

VMFSVMFS
VMwareESX/ESXi

*6

*1

• True image® 、 Ghost® と同様のパーティション／同様のパーティション／の紹介パーティション／
ディスクのイメージ化／複製ユーティリティの紹介イメージ化／複製ユーティリティ化／複製ユーティリティユーティリティ

• ライセンスに GNU GPL を用いた採用いた
• 下記 OS の紹介物理マシンリカバリツールマシンリカバリツール
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2018 年春以降の変更点と新機能のイメージ化と複製変更点と新機能と複製新機能
• ネットワークのイメージ化／複製ユーティリティ : 経路冗長化 (Channel bonding)Channel bonding)
• 新しい圧縮方法 : lz4/lz4mt (Channel bonding)-z8/-z8p), zstd/pzstd (Channel bonding)-z9/-z9p)
• ONIE ネットワークのイメージ化／複製ユーティリティスイッチ対応対応 : ocs-iso-2-onie.
• 新しい大規模構を用いた築サーバ機構を用いた : BitTorrent
• Clonezilla lite サーバの紹介新機能 : 

BitTorrent 機構を用いたを用いた用いたいた raw デバイスからの紹介大規模構を用いた築サーバ
• Singularity レシピのサンプルファイルの紹介サンプルファイル : 

singularity-debian-ocs.def
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コンテナで動く化と複製のイメージ化と複製理由
• Clonezilla サーバの紹介構を用いた築サーバ・設定のの紹介煩雑なな手順

– 長ったらしくて退屈
– 多数の依存パッケージの紹介依存パッケージパッケージ化／複製ユーティリティ

• 異なる依存性なる依存性依存パッケージ性を用いた持ったソフトウェアったソフトウェア
– 古いい、ある依存性いは異なるライブラリバージョン異なる依存性なる依存性ライブラリバージ化／複製ユーティリティョン

（特殊なケースとして特殊なケースとしてなケースと同様のパーティション／して Linux カーネル）
• コンテナで動く化は異なるライブラリバージョンこの紹介問題を解決するを用いた解決するする依存性簡単な方法な方法

– Clonezilla サーバと同様のパーティション／ Clonezilla live 利用いたの紹介高速化
– 既存パッケージの紹介 GNU/Linux 上でで動く Clonezilla を用いた実行

• 単な方法に Singularity を用いたインストールし、 Clonezilla live 
Singularity イメージ化／複製ユーティリティを用いた実行する依存性だけ

Source: Greg Kurtzer keynote at HPC Advisory Council 2017 @ Stanford
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コンテナで動く
• OS レベル仮想化 : １つのつの紹介 OS が複数の独立した複数の依存パッケージの紹介独立したした

ユーザスペースインスタンスの紹介共存パッケージを用いた実現
• コードとその依存物を全てパッケージ化する、と同様のパーティション／その紹介依存パッケージ物を用いた全てパッケージ化する、てパッケージ化／複製ユーティリティ化する依存性、

ソフトウェアの紹介標準単な方法位
• いくつかある依存性コンテナで動くの紹介タイプ

– LXC
– Docker
– Singularity
– Shifter
– ...

Source: Wikipedia; Greg Kurtzer keynote at HPC Advisory Council 2017 @ Stanford
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Singularity のイメージ化と複製機能

Source: Greg Kurtzer keynote at HPC Advisory Council 2017 @ Stanford

• Mobility of Compute を用いた実現する依存性為の設計の紹介設計
• ユーザ権限の制限の紹介制限の制限 (Channel bonding) 内部ユーザ＝外部ユーザユーザ＝外部ユーザ外部ユーザ＝外部ユーザユーザ )
• root 権限の制限の紹介無いコンテナデーモンいコンテナで動くデーモン
• リソースマネージ化／複製ユーティリティャ、 NIC 、ファイルシステム構築サーバ、 

GPU 他との単純な統合 ⇨ と同様のパーティション／の紹介単な方法純な統合 ⇨ な統合 ⇨ ネイティブアクのイメージ化／複製ユーティリティセス

Clonezilla 実行用に選択した理由に選択した理由選択した理由した理由理由
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Clonezilla live Singularity イメージ化と複製のイメージ化と複製作成
1. GNU/Linux system 上でに singularity-container >= 3.2 を用いたインストール
2. レシピのサンプルファイルファイル ocs.def は異なるライブラリバージョン後述の通り。下記コマンドで実行の紹介通り。下記コマンドで実行り。下記コマンドで実行下記コマンドとその依存物を全てパッケージ化する、で動く実行 :
  singularity build clonezilla-live-debian.sif \

singularity-debian-ocs.def
ocs.def:

Bootstrap: docker
From: debian:latest
%runscript
exec echo "Debian 10 image for using with Clonezilla BT mode"
%files
%environment
export LC_ALL=en_US.UTF-8
%labels
AUTHOR steven@clonezilla.org
%post
apt-get update; apt-get -y install wget gnupg software-properties-common cpio
wget http://drbl.org/GPG-KEY-DRBL
apt-key add GPG-KEY-DRBL
add-apt-repository 'deb http://free.nchc.org.tw/debian buster main non-free contrib'
add-apt-repository 'deb http://free.nchc.org.tw/drbl-core drbl unstable live-unstable'
apt-get update
apt-get -y install drbl clonezilla ezio-static mktorrent transmission-cli ezio-static 
ocs-bttrack python-crypto python-libtorrent
. /etc/drbl/drbl.conf
apt-get -y install $PKG_FROM_DBN_WHICH_OCS_LIVE_MUST_HAVE
LANG=C localedef -f UTF-8 -i en_US en_US.UTF-8
mkdir -p /var/log /var/lock/ /var/lib /var/www/html /home/partimag/
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２つのイメージ化と複製利用いたシナで動くリオ
• サーバと同様のパーティション／して

– サーバ側 :
• 既存パッケージサーバ上でで動く Singularity 環境に入るに入るる依存性
• BitTorrent (Channel bonding)BT) にてイメージ化／複製ユーティリティサービスを用いた開始

– クのイメージ化／複製ユーティリティライアント側 :
• 既存パッケージサーバ上でで動く Singularity 環境に入るに入るる依存性
• BT サービスを用いた起動くし、ファイルシステム構築サーバを用いた受信してして

ディスクのイメージ化／複製ユーティリティに書き込みき込み込みみ
• 単な方法一マシンのバックアップ／リストアマシンの紹介バックのイメージ化／複製ユーティリティアップ／リストア

– GNU/Linux(Channel bonding)CentOS 7 等 ) に Singularity を用いたインストール
– Singularity 環境に入るに入るる依存性

• sudo singularity shell -p -e \
--writable-tmpfs -B /run \
clonezilla-live-debian.sif

• Clonezilla →バックのイメージ化／複製ユーティリティアプ対象の元デバイスを選択の紹介元デバイスを選択デバイスを用いた選択



BitTorrent 利用いたのイメージ化と複製構を用いた築サーバ用いたシステム構築サーバアーキテクチャ
クライアント A

(leecher)
100 Gbps Network

Read

Write/Read

• 大量の小容量ファイルがあってもの紹介小容量の小容量ファイルがあってもファイルが複数の独立したあってもちゃんと同様のパーティション／動く作するする依存性
• 完全てパッケージ化する、 な clone コピのサンプルファイルー
• 複数の依存パッケージノードとその依存物を全てパッケージ化する、に対応

• root 権限の制限が複数の独立した必要
• /dev/ 内の紹介 raw デバイスアクのイメージ化／複製ユーティリティセス
• アンマウントされたデバイス

制限の制限 利点

100G Switch
100 Gbps Network
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実験結果
NCHCMachine A 51 GB / min/dev/nvme1/dev/nvme2/dev/nvme3/dev/nvme4
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/de
v/ md
0 NCHCMachine B

/dev/nvme1/dev/nvme2/dev/nvme3/dev/nvme4/de
v/ md
0

1 サーバー⇨ 1 クのイメージ化／複製ユーティリティライアント1 クのイメージ化／複製ユーティリティライアントあたり 51GB/分 1 サーバー⇨ 2 クのイメージ化／複製ユーティリティライアント1 クのイメージ化／複製ユーティリティライアントあたり 26 GB/分 (Channel bonding)計 52GB/分 ) 
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デモ
• ２台のクライアントマシンの紹介クのイメージ化／複製ユーティリティライアントマシン (Channel bonding)A, B) に元デバイスを選択マシン S 上での紹介

ディスクのイメージ化／複製ユーティリティから Debian Buster を用いたインストール
• マシン S, A, B は異なるライブラリバージョン Debian GNU/Linux 以外の紹介 OS で動く実行

元マシン マシン S BT

BT
BT

クライアントマシン B

クライアントマシン A
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このイメージ化と複製会場での追加情報で動くのイメージ化と複製追加情報
• Clonezilla ブース
– 11/23 (Channel bonding)土 ) 11:00〜 17:30
– 11/24 (Channel bonding)日 ) 10:00〜 16:00 
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参考情報
• Clonezilla: https://clonezilla.org 

• Docker vs Singularity: 
https://tin6150.github.io/psg/blogger_container_hpc.html
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Q&AQ&A
?????Great!
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